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（ 目 的 ） ア ル コ ー ル 性 水 酸 基 を 持 つ 高 分 子 の ひ と つ で あ る セ ルD    ー ス は 古 来 か ら 水 と の 相

互 作 用 が 注 目 さ れ て き た。　 一 般 に 水 素 結 合 を 持 つ 高 分 子 の 水 中 で の 強 度 は 下 が る こ と が

知 ら れ て い る が セ ル ロ ー ス Ｉ の 構 造 を 持 つ 天 然 セ ル ロ ー ス は、 絶 乾 状 態 よ り 含 水 状 態 で の

強 度 が 高 い こ と が 知 ら れ て お り。 セ ル ロ ― ス Ｉ の 特 異 性 の 一 つ と さ れ て い る。 し か し、 こ

の 理 由 に つ い て 明 確 に さ れ て い な い。 従 っ て、 こ の 様 な 点 を 明 ら か に し て い く こ と が、 実

用 上 際 め て 重 要 で あ る と 考 え、 以 下 の 実 験 を 試 み た。 先 ず、 水 分 共 存 下 に お け る セ ル ロ ―

ス 及 び 水 の 性 質 の 変 化 に つ い て、 主 に、 鮑 分 析 （ Ｄ Ｓ Ｃ ）、 Ｘ 線 解 析 （ 広 角、 小 角 散 乱 ）

な ど の 手 段 を 用 い て 検 討 し た。 （ 方 法 ）Ce  1 I ｌ 型 の 試 料 と し て は 主 に 綿 糸 と 麻 糸 を 用 い た。

見 掛 け の 水 分 率 （ Ｗ ｃ ） は、 水 分 率 ＝ （ 水 の 重 量 ／ 乾 燥 試 料 重 量 ） と し た。 （ 結 果 ） 測 定

中、 水 の 蒸 発 が 起 こ ら な い よ う に 密 閉 型 試 料 パ ン を 用 い、 綿 糸 中 の 水 分 率 を 変 化 さ せ た と

き のD  s  c  融 解 曲 線 に お い て、A  ,    B,      C の ３ つ の ピ ー ク が 認 め ら れ た。A  ,    B ピ ー ク は

水 分 率 の 上 昇 と 共 に 高 温 側 に 移 動 し、 最 終 的 に は Ｃ ピ ー ク と 重 な る 傾 向 に あ る。 Ｃ ピ ー ク

a  w  c  0  . 1 5 近 傍 か ら 現 れ、W   c の 上 昇 と 共 に 強 度 は 増 加 し、 い ず れ も 位 置 は2 °Cで あ る。

こ れ は、 純 水 の ピ ー ク 位 置 と 異 な っ て い る こ と か ら、 自 由 水 の ピ ー ク と 考 え ら れ る。　し た

が っ て、A  ,    B ピ ー ク は 束 縛 水 の ピ ー ク と 思 わ れ る。 他 方、 Ｘ 線 解 析 か ら 得 ら れ た 綿 糸 の

（ ○02 ） 面 が 最 大 強 度 を 示 す 水 分 率 も0   . 2  0 近 傍 で あ っ た こ と か ら 、セ ルa  ― ス Ｉ の 物･

性 に 影 響 を 与 え て い る の は、 か な り 小 量 の 水 で あ る と 思 わ れ る。 こ の 水 が 分 子 運 動 性 に ど

の 様 な 影 響 を 与 え て い る か をCP ／MAS  1  3 －CNMR 装 置 で の 検 討 を 試 み て い る。
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目的　 シア ノゴ:｡わ レゼ,･レロ- スIま,     高 置蕨度 。も(7)  は商い誘 電 卑 を尽 すため， ］ニーレクト

ロIレミ ネッｔ ン ス の担体 と｡し1  - 抵 置後胤 のも のは耐 無性卿縁紙fc して用いら れ ろ。 本研

%<n  B 的 は種 々のf. 穣度 のシア ノX. チ，レi ルロ-  ス ＼,合 成 レ そ。残き･1i ろoy･ 峯 をアｔ

チ･ﾚm し. シアノ エナ1レ・ アｔ チ,レ滉右 エー ヂIし・ エ ステ ，レし,レD   ，スを碍 る反瓜 豪什 を

求 め， そ<r) 反恥機 構-E;t

を作製t  る こい 吻 ゐ。

鮒 栽　■t･レロ- ス試 料 と｡し ては， アt テ－V  グレ ードサ･レフT･ イト/V'･ﾚ ﾌﾟを 用いた 。七

･レ0  ー スのシ ア/ 1- チ･レ統jは， ア7    Vロフト いレ，外 ，μ<,OH I  ^ 紅海 と し ，及沁多M-   （

30  ～b ∂'c ） を曼i. 反無 時 咄6o  分 で行っr- 。7  -G-チ,レ柿 ほ，旅水 酢酸 ，酢籤 ，濃庫丿

錬 ， ベンtがンの辰か 秀 で枇慧 状酢 化 を行っμ 。

茄 界， サ,レフア4 卜/V',レフ・＆ 々/   0  j に, マ7    '/   ロ ニト ワ･レ3  0 ﾌiti,     人加ﾌり 水豪漣（

桐効 ア,レカ'I -M皮4  ヽ･6芦） を 応落 と し.  反砂
－ 良 いo

 ~60  °c） をいL て. 及応 時

間6o 命 で，練 々 の置農 皮 のシアノ エチ ，レｔ ルロ-  ヌ,乞得μ。 こ<n シア ／エーヂ）レい レa  ―

ヌ,を概 維状畔^ 張（ シアノエチ･ﾚ･e  ･レロー ス/  o  ^  ・ 兼 水昨 酸 ／乙ﾌ わ 酢酸^ ∂多,  導

薇荷0. 町 ，ベン がy 30 ）g.)  申，y-o'c  ， 5 時間酢化 し･   シ ア/  1 チ･レ・ アe  わﾚ 池

参 エー－り いX･ スヂIレ 乞き成 し仁， この無 恥。-y アノロ

チ･レ^ 置政 胤/ ／7々ヽ ら∂,5 の吸 収ﾆ｡ ，T  ，レ，:ニス・Iレ仙 レ・-ﾇ 乞得 μ。 なfi. アｔ チ･レ

化鳶扉 で弟 干の瞭 シ ア/    エーチ,レル 反応ヵヾ 鳶 こ｡ろこ,とが`明 らi>ヽ と｡な･, n 。


